
学校

◆各学校施設の現状の環境性能の把握。
◆エコ改修を計画している学校の改修後の
環境性能の予測。
◆新築・改築を計画している学校の整備後の
環境性能の予測。

◆建築物全般を対象としたCASBEEは、（財）建築環境・省エネルギー機構に設置された委員会で平成
１３年に開発されました。
◆CASBEE学校は、評価手順は同様ですが、学校設置者等が活用することを想定し、評価の簡易化など
が図られています。
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●使い方

●何ができるか

●結果の出力例

参考

エコスクールの取組み支援
・どの学校からエコ化するか。
・どこにコストを掛ければ、
効果的にエコ化できるか。

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

2.7

標準計算

2-4　中項目の評価（バーチャート）
Q　環境品質 Qのスコア = 3.8

Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）
3.7 3.8 4.0

LR　環境負荷低減性 LRのスコア = 3.9
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

4.4 3.5 3.7

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で
示したものです
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Q2 サービス性能

Q3 室外環境
(敷地内)
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音環境 機能性 生物環境

非再生材料の
使用削減

 耐用性
 ・信頼性

対応性
 ・更新性

まちなみ
・景観

地域性・
アメニティ

S: ★★★★★  A: ★★★★  B+: ★★★  B-: ★★  C: ★

Q3のスコア=

LR3のスコア=LR2のスコア=

Q2のスコア=Q1のスコア=

LR1のスコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境
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地球温暖化
への配慮

地域環境
への配慮

周辺環境
への配慮

BEE =

①参照値

30%: ☆☆☆☆☆  60%: ☆☆☆☆  80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆  100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m
2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の
　オンサイト手法
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建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイト オフサイト

④上記+
　オフサイト手法
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環境性能の考え方

学校施設のＱ（環境品質）、Ｌ（環境負荷）の
各評価項目に入力

自動的に計算された評価結果を出力

文科省ＨＰから表計算ソフト用評価シートを
ダウンロード１

２

３

・建物環境性能を★１つ
（Cランク）から、
★★★★★５つ（Ｓラン
ク）で評価。

・項目ごとの詳細な結
果を表示

・レーダーチャートにより
強みと弱点を把握。

大きいほどよい

小さいほどよい

学校の環境性能を把握する手法を策定しました。


